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とある。なかば戯言にせも，周作人テキスト校訂は確かに止庵氏の仕事のなか  
で大きなウエートを占めている。厳格な校訂の仕事はこうしたストイックな姿  
勢に負うところが大きい。   
別れ際，このところ朝から晩まで延々と校訂作業をしているが，まもなく周  
作人の文集として刊行されると話していた。それが『周作人自編文集』（河北  
















《周作人自編文集》絶大部分均力印本重刊，有両神却是例外，伍得一   
提。一是《老虎横森涛》。周氏旧体淳集，飢前岳麓弔社印行辻一神《知堂   
条涛抄》，即便刺去后人増朴部分，仇然元法恢夏原貌，与“自編”体例有所  
不合。谷林著《弔池魚写》沸到，六十年代初他曽飢周氏借姶称伏国的手打  
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稿本近東一筋，迄今尚存。速次承蒙慨允，困据以排印，収人必軋此本且  
較岳麓本多出三十多首，其中有二十首向未友表。執兇周氏著述，反忠生平  
最深切者，莫辻千秋中韓作，那ゑ据谷林抄本印行的速部《老虎析森時》，   
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とになった。その経緯を簡略に記す。   
1945年12月 北平地局胡同監獄へ収監。   
1946年5月 南京老虎橋監獄へ移管，息舎に収監される。  
同年6月～9月 南京首都高等法院での公判。  
同年11月 最終弁論。  
同年 同月 禁固14年，公民権10年剥奪，財産没収の判決を受ける。  
12月 最高法院へ上訴。   
1947年7月 東濁居（独房）へ移る。  
同年12月 禁固10年，公民権10年剥奪，財産没収の判決を受ける。   
1949年1月 国民党政府の瓦解により出獄。上海の尤柄析宅に寄寓する。  
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いえ，これに先立つ冷陥期に相当数の作品を書き残しているのも同様の事情が  
介在しているためと考えられる。それぞれの作品は時期ごとに周作人自身の手  
でそれぞれ下記のように分類されている。（＊印は生前未発表）   
拾陥期：44首（1937－1945）  
苦茶庵打油詩24首（七言絶句）（1937－1943）  











鬼童雑事辞丙24首（七言維句）：48年3月脱稿   
出獄前後：59首（1948年一1949年）  
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されることになる（7）。   
最も信頼性が高いと見られる鄭子玲本であるが，周作人が当時の政治状況な  
どを顧慮して編んだものであり，必ずしも周作人の思想を十全に反映していな  
い。「他局難詩」，「忠舎難詩」の欠落が端的にその事実を裏付けている。   
呉徳鐸本   
呉徳鐸が「“四人帝”最最最最猫塀的年代」（8）に筆写したテキスト。  
だが，周作人の手稿から直接筆写したのではなく，龍輪生（9斬有手稿を蘇絶慮  
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ただちに貸して欲しいと手紙で使いをやった。ほどなく周豊一（周作人の   
長男）が届けてきた。そこで私は伏老のために一部，自分のために一部写  
しを作った。（谷林「曽在我家」1993年11月，『弔辺奈写』迂〒教育出版社   
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各テキストの比較   
基準とした版本ほ太字でしめす   
○：一敦 △：不一致 ×：欠落  
呉徳鐸本  鄭子輪本  谷林本   
苦茶庵打油詩   ×   ○   ×   
苦茶庵打油詩補遺   ×   ○   ×  
呉徳鐸本  鄭子玲本  谷林木   
他局維詩   ×   ×   ○   
忠舎雑詩   ×   △   ○   
往昔   ○   ○   ○   
丙成歳暮雑詩   ○   △  ○   
丁亥暑中雑詩   ○   △   ○   
兄重雄事詩甲   ○   ○   ○   
鬼童雑事詩乙   ○   ○   ○   
兇童雑事詩丙   ○   ○   ○   
題遥絶句   ×   ○   









旧詩と認めるつもりはないと示すためで，まして   
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人は次のように短詞型の長所を指摘している。  
詩歌は本来生き生きと表現することが尊ばれ，あからさまな表現より暗   
示が重要である。和歌はとても簡潔で表現に含蓄があるが，更に短い俳句   
に至っては，意図はほとんど言外にあり，説明するのは容易でない（「日  
















例えば，無韻詩という問題を論じるにあたり，これまでの韻文の成果，   
詩経「国風」から小唄に至るまでを参照するならば一民衆文学は多くが   
新しいものだが，その韻律格調の淵源は極めて古い一中国の文言，口語   
有韻詩の成果及びその生み出しうる数々の形式を知ることが出来るだろ  
う。その後新しく作られたものは，よしんば思想が少し異なるとしても，   
韻を用いさえすれば，格調はその範囲から逃れられないのだ。（「古文撃」  
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この詩の特色は雑であり，文字が雑で，思想も経である。第一にこれは   
旧詩ではないが，些か文字数，脚韻の制約がある。第二に白話詩でもない   
が，それでも気ままに話す自由はあり，まことに所謂「三脚猫」（中途半   
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折々の感慨を書きつけたくても，散文には適さない。というのも事柄が余  
りに簡単なので，気持ちが露わになりすぎるためで，文章に書くと全て余  







もしも散文や白話詩を用いたならば，あれほど上手く言えなかったか，   
全く言いようがない。だが，そこには幾許か「隠曲」（人知れぬ苦衷）が  
あり，ある人は直ちに理解できないかもしれぬが，はっきりと口にすれ  
ば，俗になる欠点があるので，あのままあきらめるほかなかったのだ。   
（「題記」1947年9月）㈹   
では，直裁さを避けた「隠曲」を表現する「挑槍」とは，どのような詩か見  
てみる。  
挑撫   
我身オ中人，宿命鷹挑据。照料十方堂，掃地供粥飯。   
不必為結線，本分事應斬。但願各随喜，時至自賛散。   
何意見白髪，忽而遭按創。本音共憂喜，十年成敵怨。   
虞帝大聖人，福徳可讃嘆。吾輩本凡民，所宜安憂患。   





74   





















最早由香港三育国事文具公司出版，以后内地各本，都是依照三育本翻印的。錯字英在太多，几乎   




（4）この時期の旧詩については村田俊裕による労作がある。村田俊裕「周作人詩話一～五」（「人文   
科学論集」21，24，26，31，33号、信州大学人文学部）は周作人の詩作を詳細に検討、注釈を加えて   
いる。現在のところ、1920年代半ばの部分まで検討を進めている。冷陥期、下獄期については木   
山英雄がr北京苦住庵記J（筑摩書房1978年）で「周作人回想録jで引く雉詩を詳論している。  
（5）「五十白寿詩」（F現代j1934年1月号掲載）、「苦茶庵打抽詩」（F雑誌j1945年10月号掲載、の   
ち F立春以前j1945年8月上海太平書局刊行）。下獄期の作品で唯一発表された「兄童難事詩甲   
乙丙」は挿絵を豊子憎が担当して r亦報j1950年2－5月に連載されたのち、香港崇文書局   
（1973年影印本：未見）が刊行された。更に最近も周作人晩年の浄書手箱（1966年）を用いて、   
錘叔河による箋繹本が1991年（文化芸術出版社），1999年（中華書局）に刊行されている。  
（6） F知堂稚詩抄j序（岳麓書社1987年刊）  
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（7）鄭子稔は「諭周氏兄弟的雑事詩」（「東京習講録J1963年）で未公刊の「苦茶庵打油詩補遺」か   
ら一部を引用しているが、出所を明らかにしていなかった。このためr北京苦住庵記jでも「シ   
ンガポールの英人」と言及し，関心を寄せている。  
（8）「知堂侠淳一首」（『文心願同』学林出版社1991年11月）  
（9）龍輪生（1902～1966），名沐凱詞の大家、中央大学教授。朱孝減（ー産材董割編者）に師   
事。荘精工政権下で立法委員を務めたかどで蘇州獅子口監獄に下獄。周作人の南京訪問（43年4   
月）時に龍が南京政府側安貞として接待、面識を得た。周豊一の妻・張英芳の依頼で周作人が下   
獄した三年間、龍順宜（長女）らが書物、衣類などを届けていた。龍順宜「知堂老人在南京」   
（昧子善騙『開講周作人』新江文蓼出版社）  
㈹ 例えば、老北大の張中行らとは異なり、谷林は純粋に愛読者として解放後八道湾を二度訪ねて   
いるだけで、周作人から直接雑詩の存在を聞いたものとは思われない。  
仙 ただし、詩の収録状況に限っているので、収録作品が共通する箇所でも文字の異同は残ってい   
るが、ここでは触れていない。  
㈹r知堂雑詩抄j序（岳麓書社1987年刊）  
㈹「論小詩」1922年6月。石川啄木「歌のいろいろ」は日本語原文を参照している。干輝明ー周   
作人と日本近代文学J（翰林書房2001年）第三章「周作人と石川啄木」で詳論されている。  
㈹拙偏「周作人と清華園の詩人達－「小詩」ブームの波紋」（商学部同攻会「文化論剰二○   
号、2002年3月）  
㈹ この部分の「題記」は鄭子玲本では欠落しているため、谷林本を参照している。  
㈹ 簡単な注記を掲げておく。前半八句は「五十白寿詩」にも見える前世が和尚だった故事に基づ   
く。連接剣：暗殺に遭う。1939年の暗殺未遂事件をさす。十年成敵怨：対日協力により国民党政   
府と対立する立場を取ったことか。虞帝：舜帝のこと。父は弟を愛し、舜を殺そうとしたが、そ   
の両親にも孝行で報いた。恨まれても愛情を持って接する博愛主義の比喩か。自らを虞帝、父を   
政府になぞらえているのか。忍過事堪書：杜牧の詩「遣輿」の句。風流千社牧の詩を多くの人が   
杜甫の作と誤解したため、周作人は好んで言及した。無間：無間地獄のこと。呉徳鐸本では「此   
語度無間」に作る。婁公、唾面：唐代の故事。婁師徳は弟に唾を吐きかけられても拭いてはなら   
ぬ、却って反発を買うからと教えた。  
76   
